
 

 

  

 

 

 

 

およそ１ヵ月に渡って世界中が熱狂したサッカーワール

ドカップカタール大会も，12月１９日，アルゼンチンの優勝で幕を閉じました。ベスト８には入れなかっ

たものの，日本の善戦も記憶に残る大会になりました（予選リーグの成績などを参考にした順位では，堂々

の９位ということです）。その影響もあってか，休み時間にはサッカーをする児童の姿が多くみられるよう

になりました。北風が冷たいのですが，子ども達は今日も元気に汗をかきながら，必死にボールを追ってい

ます。 

 さて，2学期は運動会に始まって，６年生の修学旅行，陸上記録会（今年は，久しぶりに中央市・昭和町

の共同開催となり，９校の児童が揃っての大会となり，応援にも熱が入

りました）と続き，秋の校外学習のシーズンに入りました。１年生は秋

を見つけに金川の森に行き，２年生は県立科学館に行きました（今年は，

久しぶりに身延線に乗って甲府まで行きました。公共交通機関を利用す

る学習も以前はずっと行われていたのですが，感染症の影響でなかなか

実施できない状況でした。今回，混雑しない時間帯を使い，すいている

電車に乗り込みました。子ども達も大喜びでした）。３年生は，警察署や

消防署への見学

にでかけました。県民の安全を守る仕事をする方々

に話を聞いたり，施設を見学したりと，様々な収穫が

ありました。 

 そんな中，４年生は総合的な学習で福祉について

の学びを深めています。単元名は，「みんなとつなが

って」。ハンディのある人もない人もみんな一緒に生

きていこうということです。この学習の一環として

かつて田富中学校から日川高校へ進学し，バスケッ

トに打ち込んだ田中正幸さんを講師にお招きして講

演会を開きました。病気の影響で，右半身に麻痺を持

ちながらも，懸命にリハビリに取り組み，バスケット

ボールの試合に出場し，左手１本でシュートを入れた話は，あまりにも有名です。４年生だけでなく，５・

６年生も一緒に聴く機会としました。田中さんの話を聞き，「自分も夢に向かって努力していきたい」，「諦

めずに頑張りたい」と感想を持つことができました。とてもいい講演会になったと，田中様にも感謝してお

ります。ありがとうございました。 

  最近では，ウクライナの子ども達に支援をしようと，フレンドシップ委員会が中心になって募金活動も

展開しました。少しでも支援したいという気持ちから集められた募金は，

３５，５８９円にもなりました。同じ地球に住む仲間として，ウクライ

ナの子ども達の幸せを願わずにはいられません。児童・保護者の皆様の

ご協力に感謝いたします。 

 ワールドカップ出場国の中には，かつて内紛で厳しい環境下にあった

クロアチアなどの国も出場していました。クロアチアには，いまだに地

雷が埋まっているところもあると聞きます。２０２３年は，世界中の子

ども達が夢を追いかけられるような世界になってくれるよう願って止

みません。 
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 保護者・地域の皆様は，日本住血吸虫病（地方

病）をご存知でしょうか？1996年，県内では終

息宣言が出され，今はこの病気は存在しないので

すが，かつて，甲府盆地の稲作に携わる人々を中心に多くの患者がいた病気です（田富地区，玉穂地区にお

いてもこの病気にかかる人は多くいました）。この病気について，多くの人々が原因の解明，治療，撲滅に

尽力していただいた歴史がありま

す。その中に，杉浦健造・三郎親子が

います。昭和で開業医をしていた杉

浦親子は地方病に苦しむ人々に献身

的な治療を行ってきました。その杉

浦医院跡は，現在資料館になってお

り，現館長であり，元田富小学校校

長の出井寛先生が出張授業をしてく

ださいました。地元の歴史を知り，

病気と闘った先人たちの苦労を４年

生２クラスに丁寧に教えていただきました。本物の宮入貝の標本や，駆除するために使った大型の火炎放射

機の実物なども見せていただきながら，写真資料を中心に，当時の様子がリアルに再現され，子ども達も食

い入るように授業に参加していました。そして，こういった歴史の上に今の自分たちがいるということをし

っかりと学ぶことができました。 

時代は移り，今は，新型コロナウイルス感染症が世界的に流行しています。時は違っても，その時代ごと

に病気に苦しむ人々，そしてその病気に立ち向かう人々がおり，いつの世も人の命を救う営みがなされてい

ることに気がつきます。今の自分が平和に生活できる幸せをより一層感じることができる貴重な授業でした。

出井寛先生に感謝しております。ありがとうございました。 

 

 

 

 ① 厚生労働省から「新型コロナウイルス感染症による小学校休業等対応助成金・支援金」について案内 

 がありました。令和５年３月末までの間に，新型コロナウイルス感染症の影響による小学校等（※）の臨 

 時休業や，子どもが新型コロナウイルスに感染した（またはそのおそれがある）等の事情により，子ども 

の世話を保護者として行うことが必要になった場合に， 

 ・労働者として雇用している保護者に対し，年次有給休暇とは別の有給休暇を取得させた企業に対しては，

「小学校休業等対応助成金」 

 ・個人で業務委託契約等をしていた仕事ができなくなった保護者に対しては，「小学校休業等対応支援金」

が，国から支給されます。詳細な手続きなどは，厚生労働省ホームページでご確認ください。 

 （※）小学校の他，幼稚園，保育所，認定こども園なども対象となります。 

 

 ② 年末年始休業中の新型コロナウイルス感染症の学校への報告について 

 １２月２９日（木）～１月３日（火）までの間に，陽性または濃厚接触者になった場合は，１月４日（水）

以降に学校までご連絡ください。１月４日（水）～１月６日（金）までの間に，陽性または濃厚接触者にな

った場合については，その都度，学校までご連絡ください。１月７日（土）～１月９日（月）までの間につ

いては，１０日の始業式も迫っていますので，休日ですが，これまで通り，市教育委員会（055-274-8521）

までご連絡ください。ご面倒をおかけして申し訳ありませんが，どうぞよろしくお願い致します。 

  

本年も本校教育活動にご協力いただき，ありがとうございました。２０２３年も，保護者の皆様，地域の

皆様にとってよい年になりますように。よい年をお迎えください。 

日本住血吸虫病を学ぶ 
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